
 

 

 

 

 

女性協は１０月５日視察研修会を開催し、富岡製糸場の一等工女和田英（えい）の生家（旧横田家

住宅：長野市松代町）と松代大本営地下壕を見学しました。 

旧横田家住宅（国指定重要文化財）は松代藩武家屋敷で、簡素ながら厳かなたたずまいでした。英

の向上心はこの土地この家で育まれていったのだろうと昔

に思いを馳せました。 

また、終戦までのわずか９か月間で総延長１０キロに及

ぶ岩盤を掘削させたという松代大本営地下壕は、戦争がい

かに不条理なものであるかを思い知らされました。コープ

ながののお二人の理事にガイドしていただき更に理解が深

まりました。 

参加した組合員さんから寄せていただいた感想をふたつ

ご紹介します。 

   

 

 

日本国憲法と同い年の私は、憲法の理念である国民主権、基本的人権の尊重、平和主義の恩

恵の中で生きてきました。けれど今、この三つともが危機に晒されていると感じています。そ

んな中、女性協が松代大本営跡の視察を企画されていること

を知り、参加させていただきました。 

第二次世界大戦末期、アメリカの本土上陸に備え、国は国

民に秘密裏に長野県の松代の山中に巨大な地下壕を掘り、国

家の中枢機関を移転しようと試みました。その規模の大きさ

は話には聞いていましたが、実際に壕の中を歩いてみると狂

気の沙汰としか思えませんでした。 

１９４４年１１月から、日本人３千人、朝鮮人６千人を昼

夜を問わず働かせ、翌年の３月２６日、アメリカ軍が沖縄に上陸し地上戦が始まると、国は本

土決戦を決意し、沖縄戦を長びかせ時間稼ぎをしながら大本営の建設を急ぎました。沖縄戦の

多大な犠牲は松代大本営と大いに関係があるのです。松代大本営という「壕」は日本国憲法の

理念の真逆にあると感じずにはいられませんでした。 

憲法があれば自分たちは守られる、と思っていたのは間違いでした。憲法は、私たちの不断

の努力によって守っていかなければならないのだと思い知らされた今年の夏、そして松代大本

営跡見学でした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

この小さな入り口から広い地下壕が碁盤の目のよう
に続きます。まさに悪魔の所業でした。 



 

 

   

 

 

秋の青く澄んだ空のもと、先ず、私たちが訪れたのは松代藩に仕えた武家の住まい旧横田家

住宅でした。富岡製糸場の創業時に工女となり「富岡日記」を記した和田(わだ)英(えい)の生

家でもあります。明治初期、時代に翻弄されながらも凜として生きた士族の女性達がいたこと

に思いをはせました。次の訪問地は、太平洋戦争末期、極秘に突貫工事でつくられた、国家中

枢機関の移転施設、「松代大本営」でした。神にもすがる厳しい戦局の中、多くの犠牲を払って

建設された地下壕でしたが、結局は使われることなく終戦を迎えました。わずか70年前までは

自身の命さえ保証されない事実があったことに、今の平和の有り難さを感じました。とても勉

強になりました。 

 

 

 

 

 

県連女性協議会の運営委員学習会について報告いたします。 

ぐんま男女共同参画センター星野真弓所長に講師をお願いし「群馬県男女共同参画基本計画」

について学びました。この計画は男女共同参画社会づくりに向けて県が取り組むべき施策を総合

的、計画的に推進するために必要な事項を定めたもので、計画の位置付け、計画策定の経緯や期

間、第３次計画の概要と課題などについてお話を聞きました。（写真正面が星野所長） 

群馬県は、平成４年の育児休業法の施行をうけ、共同参画社会実現を県全体の課題として進め

る中で、平成１３年に基本法に基づく初めての「ぐんま男女共同

参画プラン」（第１次基本計画にあたる）を策定しました。 

県男女共同参画基本計画（第３次）では基本理念を「男女が性

別にかかわらず一人ひとりの考え方や生き方が尊重される社会、

あらゆる分野への参画の機会が保証され、その個性と能力を充分

に発揮できる社会の実現」としています。今後は特に啓発活動の

推進、政策方針過程への女性の参画の拡大などを重要課題とし力

を入れていくそうです。 

男女共同参画により人と地域が輝く「ふるさと群馬」を築いて

いくために、女性の活躍による社会の活性化、男性が職場だけで

なく地域や家庭にも積極的に関わっていける環境がいっそう求められていくと思います。 

 

 

 

 

 

ぐんま男女共同参画センター登録団体交流会が、８月２９日（土）群馬県ぐんま男女共同参画

センターにおいて開催され、登録している３０団体中、２１団体の参加がありました。 

交流会は、ぐんま男女共同参画センター登録団体相互の交流と意見交換を目的に行なわれ、今

年度で３回目になり、女性協からは２名が参加しました。 

群馬県内で、男女共同参画社会の推進に尽力さている団体が集まり、意見交換ができる貴重な

交流会だと思います。活動内容は、育児・福祉・人権・医療・教育等様々です。交流会は、ワー

ルドカフェ方式で行われ、少人数で距離感も近く、とても交流し易い雰囲気でした。団体の活動

内容についてお聞きすると、誰もが安心して暮らせる社会になるよう頑張られている厚い気持ち



 

 

が伝わってきました。活動の課題や思いが共有できて良かったと思います。 

交流会では、これからの活動のヒントをいただけましたし、また親睦を深める事もできました。

私も女性協運営委員の皆さんと協力して活動を頑張っていこうと、気持ちを新たにさせていただ

きました。 

 

 

 

 

１０月２２日、２３０名近い組合員役職員が参加し、第４７回群馬県生協大会が開催されまし

た。第１部の記念式典では、最初に、群馬県消費生活課菅沼秀明課長、ＪＡ群馬中央会池田隆政

専務理事、コープネット事業連合赤松光理事長から祝辞をいただきました。 

次いで、今年活躍された１４の組合員団体と永年勤続者８

５名が表彰されました。 

第２部の記念企画では地元高崎出身の大澤豊監督が２００

７年に制作した日本国憲法誕生の核心に迫った映画『日本の

青空』が上映されました。参加者アンケートには「素晴らし

い映画でした」「憲法の成り立ちがよく分かりました」「憲法

９条は国民の宝だと思う」などの感想が寄せられました。 

 

 

 

 

８月２５日、中央地連主催の男女共同参画懇談会が「男女共同参画ってなに？生協における男

女共同参画を考える」をテーマに開催され、５１人が交流しました。 

習講演では、矢澤澄子さん（国際女性の地位協会理事・

元東京女子大学教授－社会学）の講演「私たちの暮ら

し・働き方と男女共同参画の推進」をテーマに学習しました。 

女性の人権をめぐる国際的取り組みの軸になる動きを学び、

女性の地位向上に向けて、女性差別撤廃条約、女性たちの活

動が果たした役割、法制度の進展などについて理解を深めあ

いました。また、男女共同参画の推進は、女性への差別をな

くし、男女がともに固定的な性別役割分担意識を見直し、そ

れぞれの能力を自由に発揮できる環境や社会を作っていくた

めに大事であり、そのための情報収集や今後の取り組み方について学びました。 

例報告はパルシステム東京の野々山理恵子理事長から、パルシステム東京における「男

女共同参画の取り組み」をテーマにした報告がありました。 

職員の残業削減などワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）で以前より集中力が深ま

り仕事の効率が高まると共に、平日にゆとりができ、土日を有意義に過ごせるようになったとい

うお話がとても印象的でした。 

ループ交流は９グループに分かれて行い、矢澤先生の講演、野々

山理事長の報告で感じたことを中心に話し合いました。最後に、

平等とはお互いの価値を認めあうこと、感謝することであり、組合

員の活動は地域や暮らしをつくるという大事な役割を持っているこ

と等を確認しあいました。 
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２０１２年度から日本看護協会のワークライフバランス（Ｗ

ＬＢ）推進事業に３年間参加し、職員がやりがいをもって働

き続けられる職場づくりを目標に取り組んできました。全看

護職員のアンケート調査結果から分析し、看護師の労働環境

の課題を整理しました。 

この３年間で、３人夜勤体制実現やコメディカルとの調整

会議の実現により労働環境の改善等の大きな成果がありまし

た。また、看護師確保として看護大学のコーナーに利根中央

病院の紹介パンフレットを設置し、看護師の採用に結びつくことができました。 

職員の育児休業取得や職場復帰しやすい環境整備のための出産育児サポー

トブックの作成や育児休業中に職場の現況や職場復帰に向けた情報提供も行

っています。 

このような取り組みの結果、看護協会からＷＬＢカンゴサウルス賞を受賞

することができました。また、この７月には、くるみんマークの認定を受け

ることができました。 

現在取り組んでいることは、保護者が働いているところを子供が見ること

ができる子供参観日の実施に向け環境整備を行っています。さらに、子育て中の職員が辞めずに

働き続けられるよう病児保育の実現に向けた取り組みなども行っています。今後は、看護職員だ

けでなく全職員対象に取り組みを継続していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各生協から寄せていただいた原稿をそのま
ま掲載しています。 


